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Cefadroxilの 産婦人科領域 における臨床応 用

松田静治 ・奥山輝明

鈴木正明 ・古谷 博

順天堂大学医学部産婦人科

Cefadroxnに ついて基礎的検討 と産婦人科領域感染症 に対す る臨床的検討を行な った。 その結果

は次の通 りであ る。

1.最 近,臨 床的に分離 した各種細菌 に対 す る感受性試験 で,CDXはCEXと 比較 して,S

4岬8粥 に対 しては1管 程度優れた感受性を示 したが,他 の菌 に対 してはCEXと ほぼ同等であった。

2.骨 盤内感染症,産 褥乳腺炎,尿 路感染症な ど23例 の産婦人科感染症 に 使用 し,18例 に有効

(78.3%)の 成績を得た。

3.副 作用 として特記すぺ きものは認 めなか った。

Cefadroxil(以 下CDXと 略 す)は 米 国 プ リス トル社

で 合成 され た 経 口用 セ ブ アロ スポ リソ剤 で あ る。 本 剤 の

構 造 式 は下 に 示 す 如 く,Cephalexin(CEX)に 類 似 して

Fig. 1 Chemical structure of cefadroxil

お り,7位 側鎖 の置換基にOH基 を有 してい る点が異

なってい る(Fig.1)。 特長 として,抗 菌力はCEXと ほ

ぼ同 じであ るが,溶 連菌,黄 色 ブ菌な ど2,3の グラム

陽性菌で,CEXに 比 し,MICが1～2管 程優れてい る

よ うであ る1),2)。また 経 口投与時の吸収が良好で,CEX

とピーク濃度では差はない ものの,血 中濃度に持続性が

見 られ ること8),4),および 食事 の影響を受け に くい とさ

れてい る。

今回我 々は,ブ リス トル萬有製薬(株)よ り,本 剤の提

供を うけ,各 種分離菌に対す る感受性試験並びに産婦人

科領域の惑染症 に対す る臨床応用成績について検討 した

ので,以 下報告す る。

1.感 受 性 分 布

1)材 料 と方法

臨床 分離 の黄色 ブ菌,大 腸菌,肺 炎桿菌,プ ロテ ウス

を用 い,化 学療法学会標準法に基づき,Heart infusion

寒天板を用い る倍数希釈法 で,最 小発育阻止濃度(MIC)

を測定 し,あ わせてCEXと の対比を試みた。

2)成 績

本実験 でのMICを 接種菌量の原液(108/ml)と その

100倍希釈で比較するとTable 1の とお りで,累 積分布

ではFig.1の ようにな る。

すなわ ち,黄色 ブ菌20株 に対するCDXの 感受性分布は

o.78～12.5μg/mlで,ピ ーク値は,原 液で3.12μg/ml,

100倍希釈では1.56μg/mlと やや 接種菌量に よる影響

が認 め られた。

E.coli 28株 に対するCDXの 感受性分布は3.12～100

μg/mlで,ピ ーク値 は 原液で12.5μg/ml,100倍 希釈

で6.25μg/mlで あ った。

肺 炎桿菌12株 に対 しては,CDXの 感受性分布は3.12

～100μg/mlで ピー ク値は原液 で12.5μg/ml,100倍 希

釈で6.25μg/mlで あ り,P.mirabilisで は12.5～50

μg/mlに 感受性分布 が見 られ ピー ク値は12.5μg/mlで

ある。

CEXと の比較 では,CDXのMIC分 布はCEXと ほ

ぼ類似 してい るが,黄 色 ブ菌に 対 しては,原 液,100倍

液 ともCDXが やや良かった ようである。

H.臨 床 成 績

対象と方法

CDXの 臨床応用 と して,産 婦 人科領域 の骨盤内感染

症,産 褥乳腺炎,創 感染症お よび尿路感染症など計23例

に使用 した。

投与方法は,1日 量0.75～1.59で1日3な い し4回

に分けて経 口投与 した。 成綾の一 覧はTable 2に 示す

とお りである。

1.骨 盤 内感染症

子宮付属器 炎な ど7例 に1日0.75～1.5g,4～6日

間投与 し,有 効5例,無 効2例 であ った。

本症の効果判定基準は,本 剤投与に より主要 自他覚所

見が3日 以内に著 しく改善 し,治 癒に至 った場合を著効

(廾),主 要 自他覚症状が3日 以内に改善の傾向を示 し3

そ の後治癒 に向かった場合を有効(+)と した。なお無
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Table 1 Sensitivity tests of cefadroxil and cephalexin

S. aureus 20 strains

E. con 28 strains

Kiebsiella 12 strains

P. mirabilis 14 strains

Fig. 2 Cumulative percentage of MIC against clinically isolated organisms
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E. 1/ (28 %Indus)

(Inoculum size 104/ml) (Inoculum size 106/ml)

Klebsiella (12 strains)

(Inoculum size 101/ml) (Inoculum size 106/ml)

P,mimbillis (14 strains)

(Inoculum size 108/ml) (Inoculum size 106,/ml)

効は3日 経過 して も主要 自他覚症状が改善 されない場合

である。

症例1の 流産後の子宮 内膜炎 であ るが,本 剤投与3日

目に解熱 し,子 宮付属器 の圧痛抵抗な どの局所所見 も消

失,軽 快 した有効例である。

症例6は,子 宮卵管造影術施行3日 後 より下腹痛 と下

腹部 の圧痛,少 量 の性器 出血を見た(右)子 宮付属器炎で

あるが,本 剤投 与3日 後には解熱,圧 痛な ど も軽 快 し

た。

2.外 性器感染症 ほか

パル トリン腺炎1例,ソ ケイ淋巴腺炎1例,外 陰部膿

瘍3例,外 陰部癌2例,急 性乳腺炎1例 の計8例 に,1



VOL.28 S-2
CHEMOTHERAPY 403

Table 2 Cases treated with cefadroxil

Table 3 Clinical results of cefadroxil

Figures in parenthesis indicated urinary tract infection
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Table 4 Laboratory findings

日0.75～1.5g,4～7日 間本剤を投与 した。

S.aureusの 検 出された外陰部膿瘍3例 は 本 剤 投 与

(4～5日,0.75g/日 または1.59/日)に より全例有効

であ ったが,外 陰部癩(S。anreus)の2例 は1例 有効,

1例 無効であ り,Bacteroidesに よる パル トリン腺膿瘍

には無効であった。また,乳 腺炎,ソ ケイ淋巴腺炎には

いずれ も効果が認め られた。

3.尿 路感染症

本剤 を尿路感染症8例 に使用 した。対象は全て外来の

急性勝胱 炎であ る。1日 投与量は0.7594例,1.092

例,1.592例 で 治療 日数 は4～6日 である。起炎菌の

内訳 は,E.colf単 独6例,Klebsiella 1例,Entero-

coccus 1例 である。

臨床効果の判定は自覚症状の改善,尿 中細菌 の消失,

尿沈渣所見を もとに行な った。

成績は有効以上(+以 上)7例,無 効1例 の結果を得

たが,こ の無効例は子宮頸癌1期 術後の症例で,自 覚症

状に改善がみ られず,5日 後に も尿中細菌 は消失 しなか

った。なお本例でのEnterococcusに 対 し,CDXデ ィス

クで の感受性は十分であ った。

有効例の尿中細菌,症 状消失 までの投与 日数 は平均4

日で,ま た検索 しえた起炎菌 の本剤に対する感受性試験

ともよ く一致 した。

4.副 作 用

経 口投与による副作用 には特記すぺき ものを認めなか

った。また一部の症例では,投 与前後に肝機能(S-GOT,

S-GPTほ か),腎 機能(BUN,Creatinineほ か)を 検

討 したが,と くに異常 を認めなかった(Table 4)。

III.考 按

近年化学療 法の進歩が 目覚ま しい一面,耐 性菌の増加

や治療に抵抗する難治症例が 多 くみ られるようになっ

た。かか る趨勢 の もとでは抵抗力,吸 排 の面で特色のあ

る新抗生剤の開発が またれる訳 で,最 近多 くの新薬の登

場をみたCephalosporin系 で この感が強い。 また一方

では既存の抗生剤に類似 したものについて も,そ のメリ

ッ トに関心がもたれている。

今回検討 したCDXは,血 中濃度 の持続性に多少CEX

との差のあることが指摘 されてい るが,抗 菌力の上では

CEXと ほぼ類似 した もの と考 えて よく,わ れわれの成

績 ではCDXはS.auzeusに おいてはMlc(106/ml)

1.56μg/mlに 感受性の ピー クを有 し,CEXの3.12μg/

mlよ りやや低いほかはCEXと ほぼ 同様の抗菌力が得

られてい る。 しか しこの成緩はCefatrizineに くらベる

と本剤のMICは 高い5)。

臨床応用 として本剤を骨盤内感染症,尿 路感染症など

23例 に使用 し,有 効率783%(18例)の 結果を 得たが

(Table 3),わ が 領域 では 骨盤感染症,外 性器感染症,

産褥乳腺炎や尿路感染症が主な対象疾患であ り,本 剤が

経 口剤である ことよ り,こ れ らの うち軽症ない し中等度

感染症が治療 の対象 とな ると思われ る。殊に尿路感染症

の有効率87。5%は,本 症 患者の主対象が外来の急性尿路

感染症患者であることを考慮すると,ま ずまずの成績で
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あろう。さらに,骨盤 内感染症では7例 中5例 有効(71.4

%),外 陰膿瘍,パ ル トリン腺炎 な どの 外性器感染症 で

もこれに近い臨床効果をあげることがで きた。 しか し,

抗菌力か らみ て 初期治療に十 分効 果 が 期待でき るS.

aureusに よる産褥乳腺炎 については 症例の少ないこ と

から今後の検討にまちたい。
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CLINICAL APPLICATION OF CEFADROXIL

IN THE FIELD OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

SEIJI MATSUDA, TERUAKI OKUYAMA, MASAAKI SUZUKI

and HIROSHI FURUYA

Department of Obstertics and Gynecology,

Juntendo University, School of Medicine

Laboratory examinations were performed on cefadroxil, and clinical investigations were carried out

as well on various infections in the field of obstetrics and gynecology. The results obtained were as

follows.

1. Susceptibility tests were examined with cefadroxil on various bacteria clinically isolated recently.

The results obtained were 1 grade superior to cephalexin (CEX) against S. aureus, whereas almost the

same as CEX against other bacteria.

2. Cefadroxil was applied clinically in 23 cases of various infections in the field of obstetrics and

gynecology as pelvic infection, puerperal mastitis and urinary tract infection, and effectiveness was
obtained in 18 cases (78.3 %).

3. No noteworthy side effects were observed with cefadroxil.


